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映画批評 

『メリー・ポピンズ  リターンズ』 

Mary Poppins Returns (2018) 

～悪徳手法に立ち向かう子供たちの奮闘とメリー・ポピンズ～ 

塚田三千代  January 8,2019 

 

1964 年に公開されたアカデミー賞 16 部門ノミネート＆５部門受賞『メリー・ポピンズ』のリメイ

ク版かと思いきや、そうではない。55 年後に新たな趣向で製作された。本映画では、魔法使

いメリー・ポピンズが風に乗って舞い降りたバンクス家は子供が親となり 3 人の子供のいる

世代となっている。 

 今は大恐慌時代のロンドン。祖父の代からの古びた家屋を維持する画家マイケルは、妻を

亡くした後、3 人の子供の育児と生計を立てるために、父が働いていたフィデリティ銀行で臨

時職に就いている。家の中は散らかり放だい、銀行融資の返済期限となり、家を取り上げら

れる緊急事態となる。祖父や父が所有していた銀行株券で借金を返済できるのだが置き場

所が不明。メリー・ポピンズは喋るオウムの傘と何でも出てくるドクターバックを手にして、子

供たちのしつけと家事に専心するが金銭には無関心。 

 本映画はバンクス家の経済的危機を救う鍵となる株券を巡り、現銀行頭取の悪徳手法に

立ち向かう子供たちの奮闘とメリー・ポピンズが率いる夢と優しさと冒険に満ちたファンタジー

の世界を眼前に広げてゆく。メリー・ポピンズが戻って来たら、きっとこうだろうと思わせてくれ

る映画である。 

『メリー・ポピンズ』の初作は 1964 年に公開されたが、その時、ウォルト・ディズニーは原作

者の PL トラヴァース（※１）と約束をしていた。その詳細は映画『ウォルト・ディズニーの約束』

（※２）の中で描かれていることだが、５５年後に製作された今回の『メリー・ポピンズ  リター

ンズ』には、P.L.トラヴァースに捧げる謝辞がエンディングで記されている。 

 



※１ 筆名の「P.L.トラバース」で知られるイギリスの児童文学作家、元女優。本名はヘレン・リンドン・ゴ

フ (Helen Lyndon Goff)。パメラ・トラバース（Pamela Lyndon Travers、P.L.Travers、August 19,1899 - 

April 23,1996） 

児童小説 

Mary Poppins(1934) 「風にのってきたメアリー・ポピンズ」 

Mary Poppins Comes Back(1935)「帰ってきたメアリーポピンズ」 

Mary Poppins Opens the Door (1943)「とびらをあけるメアリー・ポピンズ」 

Mary Poppins in the Park(1952) 「公園のメアリー・ポピンズ」、他 

※２  『ウォルト・ディズニーの約束』（原題: Saving Mr. Banks、2013 年製作）メアリーポピンズ」シリー

ズの作者、パメラ・トラヴァースを中心とした物語であり、1907 年に彼女がオーストラリアのクイーンズ

ランド州で過ごした幼少時代と、1961 年にウォルト・ディズニーと『メリー・ポピンズ』の映画化の交渉を

する過程が描かれる。ウォルト・ディズニーからの「メアリー・ポピンズ」第 1 作の映画化についての、

20 年来の申出を受けることを「検討」することにした。  

「アニメはご法度。ミュージカルもダメ。脚本は原作者の承認を得ること」。ディズニーにとっても異例の

条件ではあったが、「必ず『メアリーポピンズ』を映画化する」という娘との約束を果たすためにディズニ

ーは承諾する。 出典：フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』 
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出演：  

エミリー・ブラント メリー・ポピンズ  

リン＝マヌエル・ミランダ ジャック  

ベン・ウィショー マイケル・バンクス  

エミリー・モーティマー ジェーン・バンクス  

ジュリー・ウォルターズ エレン  

ピクシー・デイヴィーズ アナベル・バンクス  

サナニエル・サレー ジョン・バンクス  

ジョエル・ドーソン ジョージー・バンクス  

ディック・ヴァン・ダイク  

アンジェラ・ランズベリー  

コリン・ファース ミスター・ウィルキンズ  

メリル・ストリープ トプシー  

監督： ロブ・マーシャル  

製作： ジョン・デルーカ  

ロブ・マーシャル  



マーク・プラット  

製作総指揮： カラム・マクドゥガル  

原作： Ｐ・Ｌ・トラヴァース  

原案： デヴィッド・マギー  

ロブ・マーシャル  

ジョン・デルーカ  

脚本： デヴィッド・マギー  

撮影： ディオン・ビーブ  

プロダクションデ 

ザイン： ジョン・マイヤー  

衣装デザイン： サンディ・パウエル  

編集： ワイアット・スミス  

音楽： マーク・シェイマン  

音楽監修： マイク・ハイアム  

ポール・ジェミニャーニ  
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